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人
件
費一

般
会
計
の
人
件
費
が
減
に
な
っ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
な
の
か
。

正
規
職
員
で
は
各
課
間
で
の
人
事
異

動
に
よ
り
２
名
減
と
な
っ
た
こ
と
、
フ
ル

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
で
は
、
正
規

職
員
の
配
置
な
ど
に
よ
り
２
名
減
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

が
２
名
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
部

署
の
ど
う
い
っ
た
職
種
な
の
か
。

は
ば
た
き
園
の
園
長
及
び
河
内
幼
稚

園
の
教
諭
が
そ
れ
ぞ
れ
１
名
減
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
受
入
事
業

令
和
３
年
度
に
比
べ
て
ど
の
よ
う

な
状
況
で
あ
り
、
何
か
取
組
み
と
し
て

変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

令
和
３
年
度
に
比
べ
て
月
平
均
で

120
％
の
伸
び
と
な
っ
て
お
り
、
募
集
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
２
サ
イ
ト
か
ら
４
サ
イ
ト

増
や
し
、
合
計
６
サ
イ
ト
に
し
た
。

令和４年度各会計別補正予算の内容
会計名 補正額 補正後の予算総額

一般会計 7億2,023万9千円 375億6,531万9千円

学校給食センター事業特別会計 890万2千円 19億3,223万6千円

介護保険事業特別会計 466万4千円 69億7,283万9千円

水道事業会計 7,400万円 ※11億4,585万4千円

下水道事業会計
2,506万8千円 ※49億7,043万1千円

4,160万円 ※38億385万2千円

一般会計の主な補正内容

令和4年

定例会
12月

会期／
11月29日〜12月22日　
24日間

　今期定例会では、社会情勢の変化による燃料価格高騰の影響を受けた
光熱費の追加など、緊急やむを得ない事情により補正を必要とするもの
で、一般会計で総額７億２,０２３万９千円の補正予算を可決しました。

定例会でこのようなことが決まりました

●ふるさと応援寄附金受入事業（３,４０２万円）
ふるさと応援寄附申込者の増加に伴い事業費を追加する。

●障害者自立支援給付事業（１億９,８２６万５千円）
障害者福祉データベースに係るシステム改修に伴う委託料及び利用者数の増加に伴
い扶助費を追加する。

●生活保護事業（１億２,８７４万２千円）
被保護世帯及び救護施設入所者数の増加等に伴い扶助費を追加する。

●農業生産コスト低減緊急対策事業（１,２７０万５千円）
肥料高騰等による農業経営への影響を緩和するとともに、地域全体での環境創造型
農業の推進と持続可能な営農体系の確立を図るため、生産コスト低減に資する機械
の導入を支援する。

●市道舗装事業（４,０００万円）
舗装面の損傷が著しく、早急な対応を要する路線（揖保町の揖保中真砂線、新宮町の
中野庄段之上線）の舗装工事に伴い工事請負費を追加する。

●市道修繕事業（１,２００万円）
道路設備の損傷が著しく、早急な対応を要する路線（揖保町の松原９号線）の修繕工
事に伴い工事請負費を追加する。

※水道事業会計は、収益的支出の事業費の予定額を記載しています。
※下水道事業会計は、上段に収益的支出、下段に資本的支出の事業費の予定額を記載して
います。 補

正
予
算

を
可
決

定例会で審議した案件

市長提出案件

同意案件	 3件
条例制定・改正	５件
補正予算	 ５件
その他	 ２件

0287



　

市
営
日
山
住
宅
第
１
棟
の
建
て
替
え
事

業
に
お
い
て
、
新
た
な
駐
車
場
の
完
成
予

定
に
伴
い
、
駐
車
場
の
使
用
料
月
額
を

２
千
５
百
円
と
定
め
ま
す
。

駐
車
場
の
使
用
料
月
額
は
ど
の
よ
う
に

決
め
て
い
る
の
か
。

近
隣
に
あ
る
同
程
度
の
駐
車
場
使
用

料
月
額
を
限
度
と
し
て
決
め
て
い
る
。

１
軒
に
つ
き
何
台
ま
で
と
い
う
規
定
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
車
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
世
帯
が
新
た
に
車
を
購
入
し
、
駐
車
場
を

使
用
し
た
い
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

駐
車
場
の
整
備
台
数
は
整
備
戸
数
と

同
じ
で
あ
り
、
１
軒
に
つ
き
１
台
で
あ

る
。
ま
た
、
２
台
目
を
使
用
し
た
い
場
合

は
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
部
分
を
貸
し
出
し

す
る
が
、
車
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
世
帯
が

新
た
に
駐
車
場
を
使
用
す
る
場
合
は
、
２
台

目
を
使
用
し
て
い
る
方
に
遠
慮
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め

説
明
す
る
。

な
ぜ
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
に
な
る

の
か
。
ま
た
、
市
内
の
郵
便
局
は
全
て
取
り

扱
わ
な
く
な
る
の
か
。

契
約
を
結
ん
で
い
る
郵
便
局
は
、
西

播
磨
光
都
プ
ラ
ザ
郵
便
局
の
み
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
普
及
し
コ
ン
ビ

ニ
証
明
機
の
利
用
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り

利
用
者
数
が
減
っ
て
い
る
。
ま
た
、
郵
便
局

の
事
務
委
託
料
の
改
定
、
通
信
回
線
の
改

修
費
用
の
負
担
等
の
課
題
が
あ
り
、
上
郡

町
と
協
議
の
う
え
令
和
５
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
指
定
を
取
消
す
こ
と
と
な
っ
た
。

12月定例会令和 4年  第5回 

月
単
位
で
利
用
の
最
大
月
を
根
拠
に

当
初
の
交
付
申
請
を
し
て
い
る
た
め
、
返

還
金
は
出
て
く
る
が
、
漏
れ
な
く
、
必
要

な
と
こ
ろ
に
行
き
届
く
よ
う
に
配
慮
し
て

い
る
。

農
業
生
産
コ
ス
ト
低
減
緊
急
対

策
事
業生

産
コ
ス
ト
低
減
に
資
す
る
機
械
の

導
入
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
機
械
の
申
請

が
あ
り
、
補
助
率
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
。

４
団
体
か
ら
申
請
が
あ
り
、
自
脱
式

コ
ン
バ
イ
ン
が
２
団
体
、
農
業
用
ド
ロ
ー

ン
が
１
団
体
、
中
耕
培
土
機
等
が
１
団
体

で
、
補
助
率
は
２
分
の
１
で
あ
る
。

生
活
保
護
事
業

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
生
活
弱
者
は
苦
し

ん
で
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
調

査
す
る
際
に
、
民
生
委
員
と
連
携
は
と
れ
て

い
る
の
か
。

民
生
委
員
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍

で
な
か
な
か
活
動
で
き
な
い
現
状
も
あ
る

が
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
聞
い
た
り
、

市
か
ら
研
修
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
な

ど
、
民
生
委
員
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

が
ん
患
者
医
療
用
補
正
具
購
入

費
助
成
事
業

が
ん
患
者
医
療
用
補
正
具
購
入
費
助
成

事
業
に
つ
い
て
、
申
請
件
数
が
増
え
た
理
由

は
な
に
か
。
ま
た
、
申
請
の
う
ち
主
な
も
の

は
な
に
か
。

医
療
機
関
や
ウ
イ
ッ
グ
の
会
社
が
助

成
の
周
知
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
増
え
た

理
由
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
申
請
の
大

部
分
は
医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
で
、
そ
の
他
に

は
乳
房
補
正
具
な
ど
が
あ
る
。

産
後
ケ
ア
事
業
等

国
庫
補
助
金
等
の
返
還
金
が
多
く
あ

る
が
、
申
請
が
さ
れ
ず
、
必
要
な
と
こ
ろ
に

十
分
に
行
き
届
か
ず
に
返
還
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
は
い
な
い
の
か
。

　

令
和
５
年
４
月
に
播
磨
圏
域
初
の
公
立

夜
間
中
学
校
で
あ
る
「
姫
路
市
立
あ
か
つ

き
中
学
校
（
姫
路
市
立
東
小
学
校
北
館
）
」

が
開
校
さ
れ
る
の
に
当
た
り
、
圏
域
内
住

民
に
年
齢
や
国
籍
等
を
問
わ
ず
、
義
務
教

育
を
受
け
る
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

姫
路
市
と
連
携
し
て
学
校
の
運
営
等
に
取

組
み
ま
す
。

本
市
の
負
担
金
や
就
学
に
当
た
る
援
助

費
等
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

姫
路
市
と
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
１
人

当
た
り
最
大
で
約
34
万
円
の
負
担
に
な
る

予
定
で
あ
る
。

※
播
磨
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
は
、
連
携

中
枢
都
市
で
あ
る
姫
路
市
と
近
隣
７
市
８

町
が
連
携
協
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り

形
成
さ
れ
、
圏
域
全
体
の
経
済
成
長
の
牽

引
や
生
活
関
連
機
能
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な

ど
の
た
め
、
役
割
を
分
担
し
て
取
組
ん
で

い
る
。

た
つ
の
市
の
特
定
の
事

務
を
取
り
扱
わ
せ
る
郵

便
局
の
指
定
の
取
消
し

姫
路
市
及
び
た
つ
の
市

に
お
け
る
連
携
中
枢
都

市
圏
形
成
に
係
る
連
携

協
約
の
一
部
を
変
更

た
つ
の
市
営
住
宅
条
例

の
一
部
を
改
正

03 87



同
意
案
件

議案等の名称 議案の説明

市　

長　

提　

出　

議　

案

同
意

人権擁護委員候補者推薦の意見を求めることについて
（同意第１１号～第１３号）

上記のとおり

条　
　
　
　
　

例

たつの市職員の高齢者部分休業に関する条例制定について
地方公務員の定年が、現在の60歳から65歳に引き上げられ
ることに併せて、55歳以上の職員の多様な働き方のニーズに
応えるため、高齢者部分休業制度を新たに導入するもの。

たつの市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する条例制
定について

国家公務員の定年が、現在の60歳から65歳に引き上げられ
ることに伴い、国家公務員の定年を基準として定めている本
市職員の定年についても同様に引き上げるとともに、管理監
督職勤務上限年齢制、定年前再任用短時間勤務制等を導入す
るため、所要の改正をするもの。

たつの市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定
について

令和4年8月8日付けの人事院勧告を受け、国においては、
一般職の俸給月額及び勤勉手当の支給率について、勧告どお
り給与改定を実施することとし、「一般職の職員の給与に関
する法律等の一部を改正する法律」が令和４年11月18日
に公布されたことから、本市においても国と同様の給与制度
とするため、所要の改正をするもの。

たつの市議会議員及びたつの市長の選挙における選挙運動の公
営に関する条例の一部を改正する条例制定について

公職選挙法施行令の一部を改正する政令が、令和４年4月に
公布され、選挙運動用自動車の使用並びに選挙運動用ビラ及
びポスターの作成等の公営に要する経費に係る限度額の引き
上げが行われたことに伴い、それらを規定する本市条例につ
いて、所要の改正をするもの。

たつの市営住宅条例の一部を改正する条例制定について

3Pのとおりそ　

の　

他

姫路市及びたつの市における連携中枢都市圏形成に係る連携協
約の一部を変更する連携協約について

たつの市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定の取消しに
ついて

令
和
４
年
度
補
正
予
算

たつの市一般会計補正予算（第８号）

２P、３Ｐのとおり

たつの市学校給食センター事業特別会計補正予算（第２号）

たつの市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

たつの市水道事業会計補正予算（第１号）

たつの市下水道事業会計補正予算（第１号）

●令和4年第5回定例会　全員一致で可決等した議案

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
、
本

市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
人
権
擁
護
委

員
の
う
ち
、
任
期
が
令
和
５
年
３
月

31
日
で
満
了
と
な
る
２
名
及
び
欠
員

と
な
っ
て
い
る
小
宅
地
区
の
１
名
に

つ
い
て
、
委
員
を
推
薦
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

田
中
　
一
典
　
氏
　
再
任

（
新
宮
町
香
山
）

嶋
津
　
周
平
　
氏
　
再
任

（
新
宮
町
井
野
原)

田
口
　
隆
弘
　
氏
　
新
任

（
龍
野
町
富
永)

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
同
意

0487



MINA  WADA

KOICHI  MIKI

Q&A 新宮地域をどうしたいのか、という市のビジョンが大切！

感
じ
る
。

　

多
い
意
見
と
し
て
、
例
え
ば
、
新

宮
町
に
も
買
い
物
に
不
便
を
強
い
ら

れ
る
地
域
が
あ
る
。
移
動
販
売
車
へ

の
助
成
な
ど
「
買
い
物
弱
者
」
へ
の

支
援
拡
充
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

	

事
業
者
か
ら
は
要
望
や
ニ
ー
ズ

が
あ
れ
ば
、
必
要
に
応
じ
て
エ
リ
ア

拡
大
、
増
車
も
可
能
と
聞
い
て
い

る
。
今
後
、
高
齢
者
が
生
活
し
て
い

く
上
で
ニ
ー
ズ
も
急
増
す
る
た
め
、

民
間
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
策

を
講
じ
て
い
く
。

企
業
の
人
手
不
足
解
消
の
た
め
の

女
性
活
躍
支
援
に
つ
い
て

	

生
産
人
口
の
減
少
は
全
地
域
、

全
産
業
に
お
い
て
深
刻
な
状
況
で

あ
る
。
女
性
の
働
き
手
確
保
の
た

め
、
人
手
不
足
に
あ
る
市
内
企
業
へ

の
就
職
者
に
対
し
て
、
２
歳
児
ま
で

の
保
育
料
を
補
助
す
る
制
度
や
地
元

企
業
と
お
母
さ
ん
等
の
就
職
マ
ッ
チ

ン
グ
を
図
る
企
画
は
考
え
ら
れ
な
い

の
か
。

	

現
時
点
で
、
女
性
に
特
化
し
た

就
職
者
へ
の
補
助
制
度
や
就
職
マ
ッ

チ
ン
グ
を
実
施
す
る
予
定
は
な
い

が
、
今
後
は
「
女
性
の
た
め
の
働
き

方
セ
ミ
ナ
ー
」
等
の
開
催
を
こ
ど
も

園
、
保
育
所
及
び
子
育
て
つ
ど
い
の

広
場
等
に
も
周
知
し
て
い
き
た
い
。

を
考
え
て
い
る
の
か
。

	

現
在
の
新
宮
小
学
校
の
敷
地

を
基
本
に
、
他
の
用
地
も
含
め
検

討
し
て
い
る
。
多
様
な
学
び
が
可

能
な
多
目
的
室
や
小
中
学
生
が
共

に
活
動
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の

確
保
も
検
討
し
て
い
る
。

人
権
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

	

部
落
差
別
解
消
推
進
基
本
計

画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
今
後
の
具

体
的
な
取
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
本
人
通
知

制
度
の
啓
発
活
動
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

	

人
権
教
育
に
お
い
て
は
、
人
権

教
育
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し

を
行
い
、
小
中
の
連
携
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
人
権
行
政
に
お
い
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
事
業
の
充
実
を
図
り
、
隣
保
館
事

業
で
は
、
人
権
啓
発
を
目
的
と
し
た

講
座
等
を
開
催
す
る
。
本
人
通
知
制

度
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
関
係
各
課
と
連
携
し
、
周

知
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

和田 美奈 議員

三木 浩一 議員

Q&A コロナ関連予算と教育環境整備について

コ
ロ
ナ
関
連
の
各
種
給
付
金
や
補

助
金
に
つ
い
て

	

受
給
の
状
況
と
不
用
額
が
出

た
時
の
対
応
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
。

	

主
な
事
業
と
し
て
「
住
民
税
非

課
税
世
帯
に
対
す
る
給
付
金
支
給
事

業
」
は
86
％
、「
が
ん
ば
る
事
業
者
復

活
応
援
金
支
給
事
業
」
は
79.6
％
、「
市

民
生
活
総
合
緊
急
対
策
支
援
事
業
」

は
66.4
％
で
あ
る
。
不
用
額
は
執
行
上

の
制
限
が
あ
る
た
め
未
執
行
と
し
て

い
る
。
本
市
独
自
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
等
を
財

源
と
し
て
い
る
が
、
全
て
の
事
業
費

の
財
源
と
し
て
は
不
足
す
る
た
め
、

一
般
財
源
を
加
え
て
予
算
措
置
を
し

て
お
り
、
最
終
の
補
正
予
算
に
お
い

て
調
整
す
る
考
え
で
あ
る
。

小
中
一
貫
校
の
新
設
に
つ
い
て

	

新
宮
地
域
の
小
中
一
貫
校
に

必
要
な
敷
地
の
確
保
と
教
室
や
付

随
施
設
は
、
充
分
な
規
模
の
も
の

新
宮
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

	

新
宮
地
域
の
小
学
校
は
令
和

10
年
４
月
１
日
に
小
中
一
貫
校
の
開

校
と
同
時
に
統
合
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
が
、
統
合
後
の
学
校
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え

方
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
て
い
く

の
か
、
市
の
指
針
と
計
画
を
伺
う
。

	

た
つ
の
市
公
有
財
産
利
活
用

事
務
処
理
要
領
に
基
づ
き
、
現
況
調

査
を
行
い
、
最
初
に
行
政
財
産
の
所

管
換
え
、
自
治
会
等
に
よ
る
活
用
、

民
間
へ
の
売
払
い
・
貸
付
け
の
順
で

検
討
す
る
。
地
元
と
の
協
議
を
行

い
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
有
効

な
地
域
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

を
念
頭
に
置
い
て
進
め
て
い
く
。

	

よ
り
多
く
の
方
の
意
見
を
吸

い
上
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

な
の
と
同
時
に
、
市
が
新
宮
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ

て
い
る
か
を
も
っ
と
語
っ
て
も
ら
い

た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
住
民
も
意

見
を
出
し
、
行
動
し
や
す
く
な
る
と

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
定
年
延
長
に
伴
う
経
過
措
置
と

狭
間
に
な
る
年
の
職
員
採
用
計

画
に
つ
い
て
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YUZURU  HORI

YOSHIHIRO  NAMURA

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

	

３
年
に
一
度
の
改
定
に
向
け
て

議
論
が
行
わ
れ
、
利
用
料
の
引
き
上

げ
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
等
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
の
暮
ら
し

を
守
る
立
場
か
ら
、
市
は
こ
の
改
定

内
容
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。

	

現
在
、
第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。
介
護
費
用

が
増
加
す
る
中
で
、
持
続
可
能
な
介

護
保
険
制
度
と
す
る
た
め
の
検
討
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

	

「
要
介
護
１
、
２
の
訪
問
・
通
所

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
保
険
対
象
か
ら
外

し
、
市
区
町
村
が
運
営
す
る
『
総
合

事
業
』
に
移
行
さ
せ
る
」
と
い
う
案

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
市
は
対
応
で

き
る
の
か
。

	

要
介
護
１
、
２
の
方
が
利
用
さ

れ
て
い
る
、
介
護
保
険
の
指
定
事
業

所
の
大
半
が
総
合
事
業
を
実
施
し
て

い
る
た
め
、
移
行
さ
れ
た
と
し
て
も

Q&A 介護保険制度の見直しと学校給食について

Q&A 子宮頸がんワクチンと部活動の地域連携等への移行について

対
応
可
能
と
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

	

今
や
学
校
給
食
の
無
償
化
は

全
国
的
な
取
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
用
も
、

来
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
市
内
す

べ
て
の
小
中
学
校
が
セ
ン
タ
ー
方
式

で
の
給
食
と
な
る
。
こ
れ
を
機
に
、

山
本
市
長
就
任
以
来
の
懸
案
事
項
で

あ
る
給
食
費
の
無
償
化
に
取
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。
財
源
確
保
に
時
間

を
要
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
部
補
助

と
い
う
方
法
も
あ
る
が
、
そ
の
考
え

は
な
い
の
か
。

	

学
校
給
食
費
無
料
化
に
は
、
多

額
の
費
用
を
要
す
る
。
持
続
可
能
な

施
策
と
し
て
、
財
源
の
確
保
が
で
き

る
よ
う
検
討
を
重
ね
て
お
り
、
一
部

補
助
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

	

有
機
野
菜
の
活
用
も
注
目
を
集

め
て
い
る
が
、
対
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

	

地
元
有
機
野
菜
農
家
グ
ル
ー

プ
の
協
力
を
得
て
、
自
校
方
式
の
小

学
校
で
提
供
し
た
。
し
か
し
、
量
の

確
保
と
値
段
設
定
が
高
い
と
い
う

課
題
が
あ
る
た
め
、
地
元
有
機
野
菜

農
家
グ
ル
ー
プ
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
活
用

し
接
種
勧
奨
に
努
め
て
い
く
。

部
活
動
の
地
域
連
携
・
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
へ
の
移
行
に
つ
い
て

	

ス
ポ
ー
ツ
庁
、
文
化
庁
の
方

針
に
よ
り
今
後
、
中
学
校
部
活
動
の

地
域
連
携
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の

移
行
が
加
速
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
で
本
市
の
部
活
動
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

	

市
内
中
学
校
の
部
活
動
参
加
率

は
、
約
８０
％
で
あ
り
、
内
訳
は
運
動

部
が
約
６０
％
、
文
化
部
が
約
２０
％
と

な
っ
て
い
る
。
部
活
動
の
地
域
移
行

を
進
め
る
た
め
に
は
、
各
団
体
や
指

導
者
等
と
の
連
携
・
協
働
が
必
要
で

あ
り
、
中
学
校
校
長
、
各
団
体
の
代

表
、
指
導
者
を
交
え
た
組
織
を
作
り
、

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
部

活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
て
行
く
。
ま
た
、
こ
の
組
織
が
具

体
的
な
受
け
皿
や
運
営
体
制
を
決
定

し
て
い
く
地
域
連
携
部
活
動
推
進
協

議
会
へ
と
発
展
し
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。
部
活
動
指
導
員
の
確
保

に
つ
い
て
は
、受
け
皿
と
な
る
ス
ポ
ー

ツ
団
体
や
文
化
芸
術
団
体
と
の
調
整

が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

堀　　讓 議員

名村 嘉洋 議員

子
宮
頸
が
ん
の
発
症
予
防
を
目
的
と

し
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

	

本
年
４
月
よ
り
定
期
接
種
対
象

者
へ
の
積
極
的
勧
奨
が
約
９
年
ぶ
り

に
再
開
さ
れ
た
。
ま
た
積
極
的
勧
奨

差
し
控
え
の
期
間
に
定
期
接
種
年
齢

を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
女
性
に
対
し
て

も
再
度
接
種
機
会
を
設
け
る
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
制
度
も
開
始
さ
れ
、
全
国

的
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
接

種
や
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
本
市
の
積
極
的
勧
奨
再
開
に
伴
う

対
応
と
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

	

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
期
間
を

あ
け
て
計
３
回
接
種
す
る
必
要
が
あ

る
。
令
和
３
年
１２
月
か
ら
接
種
勧
奨

を
再
開
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
医
師

会
や
接
種
実
施
医
療
機
関
へ
広
く
周

知
を
図
っ
て
い
る
。
子
宮
頸
が
ん
予

防
の
た
め
に
、
一
人
で
も
多
く
の
人

が
接
種
の
必
要
性
を
理
解
し
、
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
さ
れ
る
よ
う
対
象
者
へ

の
個
別
通
知
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
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YASUKO  KOEZUKA

TOSHIAKI  NOMOTO

Q&A 本市でのジェンダー教育について

で
は
性
に
つ
い
て
の
悩
み
が
あ
れ
ば

大
人
に
相
談
す
る
こ
と
や
相
談
窓
口

が
あ
る
こ
と
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

	

教
員
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
対
す
る

意
識
改
革
の
取
組
み
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。

	

人
権
教
育
研
修
会
等
に
お
い

て
、
多
様
な
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
意
識
も
高

ま
り
、
理
解
も
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

	

多
様
な
性
自
認
に
配
慮
し
た

制
服
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
化
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

	
龍
野
東
中
学
校

で
は
、
来
年
度
よ
り

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制

服
に
変
わ
る
。
そ
の

他
の
学
校
に
つ
い
て

も
検
討
の
動
き
が
あ
る
。

	

Ｄ
Ｖ
は
お
互
い
が
対
等
で
な
い

関
係
か
ら
発
生
す
る
。
Ｄ
Ｖ
の
加
害

者
や
被
害
者
を
作
ら
な
い
た
め
に

も
、
学
齢
期
に
お
け
る
適
切
な
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
防
止
教
育
（
授
業
）
が
必
要

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

	

モ
デ
ル
校
に
お
い
て
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
防
止
授
業
を
実
施
し
た
。
授
業

を
受
け
た
生
徒
や
現
場
の
先
生
方
の

意
見
を
聞
い
た
上
で
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

家
解
消
効
果
を
高
め
て
い
る
。

「
管
理
不
全
状
態
の
空
き
家
等
」

「
特
定
空
き
家
等
」
に
つ
い
て

	

老
朽
化
し
危
険
な
空
家
で

あ
っ
て
も
、
取
り
壊
す
と
固
定
資
産

税
が
約
６
倍
に
跳
ね
上
が
る
こ
と
が

放
置
の
原
因
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

更
地
に
し
て
も
一
定
期
間
、
固
定

資
産
税
の
減
免
を
行
い
、
危
険
な
空

き
家
の
除
却
を
進
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

	

除
却
後
の
土
地
に
つ
い
て
、

空
き
家
除
却
日
の
属
す
る
年
の
翌

年
１
月
１
日
を
賦
課
期
日
と
す
る

年
度
か
ら
、
最
大
３
年
間
の
固
定
資

産
税
を
免
除
す
る
「
た
つ
の
市
空
き

家
の
除
却
に
係
る
土
地
の
固
定
資

産
税
の
減
免
に
関
す
る
要
綱
」
を
定

め
、
令
和
５
年
１
月
２
日
か
ら
施
行

す
る
。
制
度
の
周
知
と
相
談
を
受
け

た
空
き
家
が
減
免
の
対
象
に
該
当

す
る
か
否
か
を
確
認
す
る
期
間
が

必
要
な
た
め
、
令
和
６
年
度
課
税

分
か
ら
適
用
し
て
い
く
。

肥塚 康子 議員

野本 利明 議員

Q&A 空き家対策について

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
図
書
館
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
再

編
に
つ
い
て

●
室
津
小
学
校
跡
地
利
用
に
つ
い
て

●
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
等
に

つ
い
て

ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
に
つ
い
て

　

男
女
を
問
わ
ず
互
い
を
尊
重
し
、

個
人
が
自
由
に
生
き
る
社
会
を
形
成

し
、
ま
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
理
解
の
あ

る
大
人
に
育
て
る
た
め
に
早
期
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
が
必
要
と
考
え
る

が
、
本
市
で
の
考
え
や
取
組
み
に
つ

い
て
以
下
を
問
う
。

	

学
校
・
園
で
の
教
育
は
、
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

	

発
達
段
階
に
応
じ
た
絵
本
や

教
材
を
使
い
、
教
職
員
に
対
し
て
も

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

	

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
児
童
・

生
徒
の
人
数
把
握
と
支
援
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

	

人
数
は
把
握
し
て

い
な
い
が
、
担
任
や
大

人
に
相
談
し
易
い
態
勢

を
作
っ
て
い
る
。

	

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
内
容
が

入
っ
た
教
科
書
は
使
わ
れ
て
い
る

の
か
。

	

学
校
の
保
健
体
育
の
教
科
書

空
き
家
バ
ン
ク
と
空
き
家
相
談
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て

	

現
況
と
成
果
は
ど
う
な
の
か
。

	

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い

て
は
、
空
き
家
の
売
却
や
賃
貸
を
希

望
す
る
方
と
こ
れ
か
ら
空
き
家
を
利

活
用
し
た
い
方
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
る
取
組
み
と
し
て
平
成
26
年
度
か

ら
運
用
開
始
し
、
令
和
４
年
11
月

末
で
の
物
件
登
録
数
は
累
計
175
件

で
、
空
き
家
の
購
入
等
を
希
望
さ
れ

る
方
は
年
々
増
加
し
、
利
用
登
録
者

数
は
令
和
４
年
11
月
末
で
累
計
412
人

で
あ
る
。
ま
た
、
売
買
や
賃
貸
の
成

約
済
み
件
数
は
令
和
４
年
11
月
末

で
累
計
100
件
で
あ
る
。

　

空
き
家
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
宅
地

建
物
取
引
業
者
、
司
法
書
士
等
の
専

門
家
団
体
と
行
政
が
連
携
し
て
、
空

き
家
の
相
談
に
対
応
す
る
た
め
平
成

30
年
に
開
設
し
、
令
和
４
年
11
月
末

ま
で
の
相
談
件
数
は
累
計
3,767
件
で

あ
る
。

　

互
い
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
空
き
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KAZUO  AKAGI

MASAYUKI  SHIBATA

Q&A 伝建地区を中心とした「ウォーカブル構想」の推進について

Q&A 公共施設の利用料金／たつの市の畜産業について

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
構
想
に
つ
い
て

　

今
、
国
が
進
め
る
車
中
心
の
街
の

在
り
方
か
ら
転
換
を
図
り
、
歩
行
者

を
中
心
と
し
た
道
路
空
間
を
整
備

し
「
居
心
地
が
よ
く
、
歩
き
た
く
な

る
ま
ち
な
か
づ
く
り
」
の
創
出
に
よ

る
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
構
想
の

推
進
に
つ
い
て
以
下
を
問
う
。

	

伝
建
地
区
や
、
景
観
形
成
保
存

地
区
の
一
部
に
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
構

想
が
適
合
す
る
と
考
え
る
が
、
本
市

と
し
て
の
考
え
は
ど
う
な
の
か
。

	

龍
野
、
室
津
の
歴
史
的
ま
ち
並

み
は
、
通
り
に
よ
っ
て
特
徴
が
異
な

り
、
ま
ち
歩
き
に
よ
っ
て
魅
力
が
発

揮
さ
れ
る
「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
構
想
」

に
最
適
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か

し
、
住
民
の
方
々
の
生
活
道
路
で
も

あ
る
た
め
、
今
後
、
調
査
・
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

	

本
竜
野
駅
前
の
道
路
で
は
、
花

を
取
付
け
た
街
路
灯
や
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
等
に
よ
り
、
心
を
和
ま
せ
る

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
料
金

に
つ
い
て

	

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
料
金

を
２
つ
の
条
例
に
分
け
て
い
る
の
は

何
故
な
の
か
。

	

都
市
公
園
内
を
除
く
ス
ポ
ー

ツ
施
設
は
、
体
育
施
設
条
例
で
定
め

て
い
る
。
ま
た
、
都
市
公
園
内
に
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
運
動
公
園
条

例
で
定
め
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

	

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
一
般
利
用
者

の
利
用
料
金
に
違
い
が
あ
る
の
は
何

故
な
の
か
。

	

体
育
施
設
は
、
管
理
し
な
が

ら
運
営
し
て
い
る
た
め
使
用
料
が
発

生
す
る
。
都
市
公
園
内
の
施
設
は
、

誰
も
が
自
由
に
利
用
で
き
る
施
設
の

た
め
、
基
本
的
に
は
無
料
だ
が
、
整

備
や
運
営
に
費
用
が
発
生
す
る
施
設

は
、
設
備
の
種
類
に
よ
っ
て
、
使
用

料
を
設
定
し
て
い
る
。

畜
産
業
に
つ
い
て

	

11
月
に
市
内
で
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
確
認

効
果
の
あ
る
空
間
が
施
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
ど
の

地
域
に
お
い
て
も
活
か
さ
れ
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
本
市
と
し
て
の
考
え

は
ど
う
な
の
か
。

	

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
や
、
本
竜

野
駅
か
ら
無
電
柱
化
の
施
工
と
併

せ
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ン
グ
等
を
設

置
し
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
四
季

折
々
の
緑
化
に
取
組
み
、
官
民
一
体

で
景
観
向
上
に
努
め
て
い
る
。
今
後

の
整
備
に
つ
い
て
も
、
費
用
対
効
果

を
念
頭
に
、
快
適
で
安
全
な
移
動
空

間
の
形
成
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

観
光
振
興
の
在
り
方
に
つ
い
て

　

有
料
化
し
た
観
光
駐
車
場
の
利
用

は
、
観
光
客
だ
け
で
な
く
、
食
事
等

の
市
民
の
利
用
も
、
地
区
の
活
性

化
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
以
下
を

問
う
。

	

一
定
額
以
上
の
買
い
物
客
に

対
し
て
、
商
店
主
等
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
な
ど
、
何
ら
か
の
対
策

は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

	

独
自
に
駐
車
料
金
の
負
担
を

行
っ
て
い
る
店
舗
が
あ
る
が
、
各
店

舗
で
駐
車
場
を
確
保
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
た
め
、
関
係
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
、
調
査
・
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

さ
れ
た
。
特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫

指
針
に
よ
る
と
、
市
や
関
係
団
体

の
取
組
み
と
し
て
、
「
家
き
ん
所
有

者
が
行
う
発
生
予
防
及
び
ま
ん
延

防
止
の
取
組
み
に
対
す
る
支
援
を

行
う
」
と
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
発
生
予
防
及
び
ま
ん

延
防
止
の
取
組
み
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
ど
の
様
な
支
援
が
行
わ
れ
て

き
た
の
か
。

	

発
生
予
防
対
策
と
し
て
、
県
や

家
き
ん
所
有
者
、
関
係
団
体
に
情
報

提
供
や
情
報
共
有
、
必
要
に
応
じ
て

消
毒
用
の
消
石
灰
等
の
配
布
等
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ま
ん
延

防
止
対
策
と
し
て
、
「
た
つ
の
市
特

定
家
畜
伝
染
病
対
策
本
部
」
を
設
置

し
、
県
等
か
ら
の
協
力
要
請
に
対
応

し
、
防
疫
措
置
や
焼
却
処
分
の
受
け

入
れ
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
設
置
等
を

行
っ
て
い
る
。

	

家
畜
伝
染
病
は
今
後
も
起
き

る
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ

か
ら
は
ど
の
様
な
取
組
み
や
支
援
が

必
要
だ
と
考
え
る
の
か
。

	

引
き
続
き
、
県
等
関
係
機
関

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
家
き
ん
所

有
者
へ
の
情
報
共
有
と
支
援
を
行

い
、
発
生
予
防
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

赤木 和雄 議員

柴田 将之 議員
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YUKI  KIMINAMI

10
月	

27
日
（
木
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
（
所
管
事
務
調
査
）

11
月

9
日（
水
）、
10
日（
木
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
（
管
外
行
政
視
察
）

15
日（
火
）、
16
日（
水
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
（
管
外
行
政
視
察
）

	

22
日
（
火
）	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

全
員
協
議
会

	
	

市
議
会
議
員
研
修
会

	

29
日
（
火
）	

第
５
回
定
例
会
（
第
１
日
）

	
	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

Q&A たつの市の不登校対応について

る
よ
う
に
、
家
庭
訪
問
や
電
話
に
よ

り
、
担
任
等
が
直
接
話
す
よ
う
努
め

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
人

や
保
護
者
の
思
い
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
放
課
後
登
校
や
別
室
登
校
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
習
な
ど
個
々

に
応
じ
た
支
援
を
行
え
る
よ
う
、
取

組
み
を
進
め
て
い
る
。

	

不
登
校
に
つ
い
て
保
護
者
が

相
談
で
き
る
窓
口
は
本
市
で
は
ど

こ
か
。

	

相
談
窓
口
の
中
心
は
、
学
校
教

育
課
に
配
置
し
て
い
る
教
育
相
談
専

門
員
に
な
る
。

	

不
登
校
対
応
に
つ
い
て
今
後

の
市
の
方
針
は
ど
う
か
。

	

来
年
度
、
校
外
で
の
体
験
活

動
の
企
画
や
、
福
祉
部
局
と
連
携

し
な
が
ら
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
支
援
す
る
不
登
校
対
策

チ
ー
ム
の
組
織
化
な
ど
、
不
登
校
児

童
生
徒
の
意
欲
を
高
め
る
取
組
み

を
進
め
る
。

木南 裕樹 議員

1
月	

10
日
（
火
）	

議
会
広
報
委
員
会

12
日（
木
）、
13
日（
金
）	

議
会
運
営
委
員
会
（
管
外
行
政
視
察
）

	
18
日
（
水
）	

市
議
会
議
員
研
修
会

12
月	

6
日
（
火
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

７
日
（
水
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

８
日
（
木
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

13
日
（
火
）	

議
会
運
営
委
員
会

	

15
日
（
木
）	

第
５
回
定
例
会
（
第
２
日
・
一
般
質
問
）

	

16
日
（
金
）	

第
５
回
定
例
会
（
第
３
日
・
一
般
質
問
）

	

20
日
（
火
）	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

	
	

経
済
建
設
常
任
委
員
会

	

22
日
（
木
）	

第
５
回
定
例
会
（
第
４
日
）

不
登
校
対
応
に
つ
い
て

　

不
登
校
対
応
に
つ
い
て
は
『
現

在
、
不
登
校
に
な
っ
て
い
る
生
徒
に

対
す
る
対
応
』
『
週
に
１
・
２
回
程

し
か
来
て
い
な
い
児
童
生
徒
が
不
登

校
に
な
ら
な
い
よ
う
未
然
防
止
・
初

期
対
応
』
『
学
校
・
行
政
に
お
け
る

児
童
生
徒
や
保
護
者
へ
の
支
援
体
制

の
充
実
』
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

	

市
内
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
数

は
昨
年
に
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
推
移

し
て
い
る
の
か
。

	

小
中
学
校
と
も
に
全
国
の
水

準
と
比
べ
低
い
数
値
で
推
移
し
て
い

る
が
、
令
和
４
年
10
月
時
点
で
、
昨

年
度
比
、
小
学
校
は
約
1.2
倍
、
中
学

校
は
約
1.4
倍
と
、
増
加
を
示
し
て
お

り
、
本
市
と
し
て
も
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

	

週
１
・
２
回
の
登
校
と
な
っ
て

い
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

	

学
校
へ
登
校
す
る
日
が
増
え

適応教室『やすらぎの部屋』
学校生活への復帰を目標に
支援を行っている。
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report

委員会委員会

report

管外行政視察

所管事務調査
経済建設常任委員会

総務生活常任委員会
令和４年11月9日（水）、10日（木）
【視察先・視察内容】
広島県三原市：平成30年7月豪雨に対する対応及びそ

の後の検証による課題と対策について
広 島 県 呉 市：広島中央地域連携中枢都市圏の取組

について

経済建設常任委員会
令和４年11月15日（火）、16日（水）
【視察先・視察内容】
埼玉県川越市：重要伝統的建造物群保存地区の町並み

保存及び観光活性化の取組について
埼玉県小川町：農業支援について

　委員会では、所管する事項について先進地の優れた施策
を直接視察・調査することを通して、議会活動の一層の充
実とまちづくりに役立てています。

(一社)兵庫県治山林道協会様にご協力いただき、防災意識
向上のため、土石流実験装置等の展示を行いました。

▼土石流実験装置の
実験の様子

▲野
の

見
みの

宿
すく

禰
ね

と當
たい

麻
まの

蹶
け

速
はや

の
相撲の様子を描いた絵
画の展示

　委員会では、所管する事務について自主的にテーマを設定し、実
態を把握するため調査をしています。

≪主な質疑≫

実施日：令和４年10月27日（木） 調査事項：たつの市の農業者支援について

たつの市民まつり　令和４年11月3日（木・祝）

▲川越市の現地の様子▲三原市での現地
視察の様子

呉市での視察の様子
▼

小川町での視察の様子
▼

Ｑ	 教育委員会事務局と協力して、野菜はどのようにし
て作られ、どの部分を食べているのか等、子ども達が学
ぶ取組みを充実させていくと良いと考えるがどうか。

Ａ	 教育委員会事務局と相談し、農家側にも体験農園
等で受け入れしていただけるように検討していきたい。

Ｑ	 国や県の補助事業について、農家への周知はどのように
しているのか。
Ａ	 国や県から市に通知があり、市から農家へ案内してい
る。また、農業法人等は国から直接情報を得て相談に来られ
ることがあるが、市に資料がない場合、県に照会して改めて
説明をしている。
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行政視察の受け入れ 　議会では、本市の特⾊ある事業等について、全国の⾃
治体議会・議員の⾏政視察の受け⼊れを⾏っています。

令和４年10月12日（水）
神奈川県小田原市議会　建設経済常任委員会

＜視察内容＞
・「地域公共交通の現状と課題」について

令和４年11月16日（水）
北海道北斗市議会　穂

すい

青
せい

会
かい

・公明党

＜視察内容＞
・「出生祝金支給事業、チャイルドシート購入費用助成」に
ついて

・「はつらつベビーまごころ便支給事業」について

令和４年11月9日（水）
愛知県稲沢市議会　総務委員会

＜視察内容＞
・「市民乗り合いタクシーあかねちゃん」について

小田原市議会 建設経済常任委員会の視察の様子

北斗市議会 穂青会・公明党の視察の様子

稲沢市議会 総務委員会の視察の様子

テーマ いきいきとした「男女共同参画社会」をめざして

市民意見交換会

たつの男女共同参画「ＳＵＮ」の会

　性別に関わりなく、誰もがいきいきと輝く社会、男女共同参画
社会を推進していくことを目的に、平成17年に発足。市内高校での
「デートＤＶ防止」の啓発授業や市内公民館での高齢者教室、地域
のサロンに出向き、家庭内や高齢化社会での問題点など寸劇を使っ
て啓発活動をされています。

【主な意見】

•	「デートＤＶ予防講座」で高校生から、「中学校で聞いていれば
よかった。」という意見もあり、中学生にも勧めていく。

•	 連合自治会や老人クラブの役員は男性が多く、女性の意見が出
しにくい。女性が役員になれる仕組みが必要である。

•	 男性が育児休業を取得することが進んでいない。若い男性が取
得しやすい環境をつくっていく社会にならなければいけないと
思う。

たつの男女共同参画「ＳＵＮ」の会の皆さま

実施日：令和４年１０月７日（金）

with
総務生活常任委員会

たつの男女共同参画「ＳＵＮ」の会

　市政やまちづくりに対する率直な意見を市民の皆さまから直接お聞きし、議会として市政への政策提言等に
反映させるため、総務生活常任委員会が市民意見交換会を開催しました。
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月定例会のお知らせ（予定）3
定例会の開催日程及び内容は次のとおりです。

詳しくは議会事務局までお問合わせください。

2/26 27 28 3/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 4/1

定例会第1日

総務生活
常任委員会
・分科会

福祉文教
常任委員会
・分科会

経済建設
常任委員会
・分科会

定例会第2日
全体会

全体会

（代表質問）
（一般質問）

定例会第3日
（一般質問）
定例会第4日

定例会第5日

　小宅神社へ続く参道でもあり、両脇にヒノキが立ち並び、心を落ち
着かせてくれる場所です。毎年多くの参拝客が初詣に訪れ、にぎわい
を見せています。また、１０月の例大祭では、この参道を神輿を担いで
駆け抜けていきます。

　宮脇交差点から鳥居をくぐると、まるでパワースポットのような雰囲
気を感じられます。祭りの時期にはたくさんののぼりがあげられ、華や
かな印象の道に姿を変えます。ぜひ一度訪れて、パワーを感じてみて
ください。

小宅っ子さん（龍野町）

デ
ス
ク
メ
モ

　
令
和
5
年
を
迎
え
ま
し
た
。
行
動
制

限
が
解
除
さ
れ
た
年
末
年
始
で
し
た
が
、

皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
た
か
。 

　
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
再
開
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
中
止

と
判
断
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
状
況
で

す
。
コ
ロ
ナ
第
8
波
は
特
に
若
年
層

へ
の
感
染
が
拡
大
し
て
お
り
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
受
験
シ
ー
ズ
ン
に
も

入
り
ま
す
の
で
、
感
染
対
策
や
体
調

管
理
に
も
充
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
卯
年
と
い
う
事
で
、
市
議
会
だ
よ
り
も

さ
ら
に
充
実
し
「
飛
躍
」
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

スマホ・タブレットはこちらから →

パソコンやスマホ・タブレットで録画映像を見よう!!
市議会では、市民の皆さまに議会を身近に感じていただくために、
本会議の録画映像をインターネットで配信しています。

議会だよりからQRコードで閲覧できます。

宮脇島田線（龍野町宮脇）

委
員
長　

名
村　

嘉
洋

副
委
員
長　

山
本
俊
一
郎

委　
　

員　

柏
原　
　

要

委　
　

員　

堀　
　
　

讓

委　
　

員　

松
本　

良
三

委　
　

員　

肥
塚　

康
子

議会広報委員会

　市民の皆さまのお気に入りの「たつの
市のこみち」写真を募集中！ 採用されれ
ば、弊誌の表紙写真になります。
《条件》
・たつの市内のこみちを写したもの
・縦長写真	 ・300万画素数以上
・人物の場合は個人が特定できないもの
・写真の加工をしていないもの

　たつの市議会公式Facebookへメッセージ
または下記メールアドレスへ画像データを送
付してください。

 gikai@city.tatsuno.lg.jp

　議会広報委員会では、見やすくわかり
やすい紙面づくりに取組んでいます。
　市民の皆さまにご意見をお聞かせい
ただき、今後の議会だよりの編集に反映
したいと考えています。
　ご意見は議会事務局までお寄せくだ
さい。

『こみち』表紙写真大募集!

■令和5年1月25日発行
■発行  たつの市議会　  ■編集  議会広報委員会　  〒679-4192 兵庫県たつの市龍野町富永1005 -1  TEL 0791（64）3177
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